
フィールドスタディー（平成26年.春） シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう





小祝神社
おぼり 　　高崎市石原町所在の延喜式内社「小祝神社」の標柱



ここが小祝神社

【延喜式（えんぎしき）】 　延喜五（九〇五）年に編さんを開始。平安初期の律令の施行細則を記している。そのうちの神名帳に上野国
十二社中、片岡郡の一座として小祝神社が挙げられている。延喜式に記載されている神社は「式内社」と呼ばれ、国家の守護神として
国の神祇官（しんぎかん）、国司が神社にもうで、祭った。（小祝神社ホームページより）



　社殿が見える



　　　　　　現在の社殿は江戸時代中期の造営という



　　　左手に説明板が立っている





　　　社殿（附　棟札・奉納額・寄進銘）が高崎市の指定重要文化財となっている





　　　　　正面が拝殿、右手奥が本殿



　　　　　　こんな看板も立っていた



参考ホームページ

http://www.genbu.net/data/kouzuke/obori_title.htm

http://www.raijin.com/obori/index.html

http://www.genbu.net/data/kouzuke/obori_title.htm




三島塚古墳
　ここは小祝神社から歩いてすぐの三島公園/正面前方の高まりが三島塚古墳で公園の中に保存されている



　　　　　北東側から見たところ/二段築成の円墳/5世紀後半の築造とされる



　　　　　　南東側から見たところ



　　　南面には墳頂に建つ三島神社の鳥居が立っている/右手は三島塚古墳の標柱



　　　　　　　墳頂に登ってみる



　　　　墳頂に建つ三島神社社殿



　　　　　社殿の背後の状況を見る



　　　　　　　社殿の背後から正面方向を見たところ/さまざまな石造物もある



　　　　　　説明板が立っている





　　　ご覧の通り、鳥居の真ん前に建物が建ってしまっている



古墳の周りを回ってみる/幅14mもの周堀が巡っていたというから、まさしくこの道路の部分もこんな感じの周堀であったのであろう



　　　　　　正面の遺構は後世のものかもしれないが、このように墳丘が葺石で覆われていたようだ



　　　　　　周堀の外周は公園のスペースとなってしまっているようだが、周堀の雰囲気は感じられる



　　　　　　さて、公園のすぐ北側のこちらの住宅の辺りには、石原坊主山古墳（方墳）があったという



参考ホームページ

http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/takasaki_misima/

http://blogs.yahoo.co.jp/citizen8823/11331306.html

http://tigerdream.no-blog.jp/special/2012/07/post_4fb2.html

http://members3.jcom.home.ne.jp/nekonyanhakase/ishr.html

http://blogs.yahoo.co.jp/kamitukeno_k/59814392.html

http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/takasaki_misima/
http://blogs.yahoo.co.jp/citizen8823/11331306.html
http://tigerdream.no-blog.jp/special/2012/07/post_4fb2.html
http://members3.jcom.home.ne.jp/nekonyanhakase/ishr.html
http://blogs.yahoo.co.jp/kamitukeno_k/59814392.html




甘楽古代館 群馬県甘楽郡甘楽町　所在
　　　　　　ここが「甘楽ふれあいの丘」にある甘楽古代館



　　　　校倉造風の鉄筋コンクリート造の建物となっている





　　これは古墳時代（後期）の住居の柱







　　　　　　さて、広場には古墳を模した円墳があった



　　　　　　　石室も造られている



　　　　　周堀の感じが出ている





　これは同じく「甘楽ふれあいの丘」にある甘楽のカラス天狗像







富岡市立美術博物館 富岡市黒川　所在
　　　　　　ここが富岡市立美術博物館/モダンなデザインの建物となっている

参考ホームページ
http://www.tak-archi.co.jp/tomioka-city-museum/

http://www.tak-archi.co.jp/tomioka-city-museum/




　　　　貫前神社の展示もあった



　　　貫前神社の鏡と上野国神名帳



　　　　　これは富岡市立美術博物館の入口近くに展示してあった上信電鉄の大正時代の電気機関車









貫前神社 富岡市一ノ宮　所在
ぬきさきじんじゃ 　　　ここが貫前神社/前方は総門





上野国の一之宮/上記の看板には延喜式内社と記載があるが？



　　　　唐銅製燈籠/富岡市指定重要文化財/江戸時代末の製作





　　　経蔵阯
　　　　↓ 　　　貫前神社境内図

仮殿敷地
　　　　→

大東文化大学オープンカレッジ/平成26年春期講座/シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう/古社１年のまつり-貫前神社を中心に-　資料より



　　社殿へは総門から下って行く



　　これは楼門



　　　振り返って総門を見たところ/この両サイドにも建物がある



右手の月読神社





　　左手の斎館



　　　社殿/手前が拝殿、右奥が本殿/本殿、拝殿、楼門、東西回廊が国指定重要文化財にされている/江戸時代初期の建立



　　　　これは本殿の妻のアップ/「雷神小窓」という雷神を描いた小窓が設けられており、珍しいものらしい（正面の四角い部分か）





　　　　本殿の背後から見たところ/右手は抜鉾若御子神社



　　　　　　　摂社「抜鉾若御子神社」/1815年の建立



　　さて、これは社殿の左側にある「経蔵址」と記された石柱



　　この辺りが経蔵址で礎石らしきものが散在している/正面に説明板が立っている





これは社殿左手の高台部分にある仮殿敷地に建つ境内社群



　　左手は末社「日枝神社」、中央は末社「伊勢内宮」、右手は末社「伊勢外宮」





　　　　　　正面が二十二末社



　　　これはそこから社殿のある一帯を見下ろしたところ

境内には他にも神仏習合時代の三重塔跡礎石や観音堂跡、薬師堂跡などの痕跡（すべて破却）も残されていたが（前掲の境内図を
参照）、現在は付近に宝物館が建っている



参考ホームページ

http://nukisaki.or.jp/

http://www.gunma-navi.net/hatsumoude/72010018.html

http://ameblo.jp/morikichi92/entry-10994491295.html

http://shrine.s25.xrea.com/kouzuke1.html

http://www.omiyasan.com/other/post-215.php

http://www.genbu.net/data/kouzuke/nukisaki_title.htm

http://www.ichinomiya.gr.jp/035.html

http://4travel.jp/travelogue/10678299

http://blogs.yahoo.co.jp/gura231tims/37555379.html?from=relatedCat

http://kagura999.ikaduchi.com/newpage10nukisaki.html

http://blog.goo.ne.jp/noyamany/e/953c3b0e08b28a698a9ff3578eb1a2e4

http://nukisaki.or.jp/
http://www.gunma-navi.net/hatsumoude/72010018.html
http://ameblo.jp/morikichi92/entry-10994491295.html
http://shrine.s25.xrea.com/kouzuke1.html
http://www.omiyasan.com/other/post-215.php
http://www.genbu.net/data/kouzuke/nukisaki_title.htm
http://www.ichinomiya.gr.jp/035.html
http://4travel.jp/travelogue/10678299
http://blogs.yahoo.co.jp/gura231tims/37555379.html?from=relatedCat
http://kagura999.ikaduchi.com/newpage10nukisaki.html
http://blog.goo.ne.jp/noyamany/e/953c3b0e08b28a698a9ff3578eb1a2e4



